
基準値（単位） 基準年度

中間年度 最終年度

3,435

％

88

％

％

％

◆総合計画における位置付け等 平成18年 月 日記入

平成１8年度 施策評価シート

施 策 名 魅力ある観光資源の整備と情報発信 課長名 柳川 勝

評価担当部 経済部

第２節 観光の振興と余暇対策の推進

指標５

達成率 #DIV/0!

指標４

達成率 #DIV/0!

指標３

達成率 #DIV/0!

21

対前年比110％(16年3月開
設、平成16年度8万件、平成
17年度10万件)129

指標２

達成率
19

113.6

100
106

21

対前年比105％(対前年比の過去
5年間の平均値：101.3％から)、
平成19年度に新観光振興振興
計画策定後、110％とする。

8,024
指標１

達成率
19

105.6

3,628
6,631

指標５

Ｈ17目標値/実績値 中間年度の目標値 最終年度の目標値

指標４

指標３

16

指標２ 観光協会ホーページのアクセス数
当該年度のアクセス数

80(千件) 16

指標１ 入込観光客数 市内の観光施設、観光行事に入り込んだ観光客数 ３，２７１(千人）

＊人件費は、一人あたり Ｈ14：839万円、Ｈ17：805万円として算定。人口は、61.6万人（Ｈ15.4.1現在） 66.7万人（Ｈ18.4.1現在）とした。

･新磯地区複合施設整備事業、観光振興計画策定事業が終わったた
め。

指標名 指標の基準値の定義

市民一人あたりの事業費 1,041 189

合計 641,417 126,333

事業費 48,238

人件費 78,095

目標値の考え方（根拠）

相模原市観光振興計画に基づき、相模川の豊かな自然、歴史的文化財、文化的施設や各種イベントなど、魅力ある観光資源の
整備充実や新たな魅力源の創出に努めるとともに、内外への情報発信を図る。
・平成１５年度に相模原市観光協会でホームページを開設し、観光資源の情報の受発信体制を充実させている。
・市民まつりを始め五大観光行事や地域活性化イベントなどの観光事業を積極的に支援している。

２ 事業費・人員

年度 平成14年度（決算）平成17年度（決算） 増減の主な理由

３ 成果・活動指標

基本目標 躍動し 魅力あふれる交流拠点都市をめざして 施策コード 35210

政策名（章） 第５章 輝き魅力あるまちづくりを進めます

１ 施策の目的・概要（目的はわかりやすく記入）

基本施策名（節名） 評価担当課 観光振興課



１次評価

Ａ

２次評価

Ｂ

３次評価

課題
合併に伴い、従来の都市型観光を提唱する「相模原市観光振興計画」を見直しする必要がある。また、その
推進母体である相模原市観光協会について、今後組織の充実・活性化を図り、総合的にコーディネートできる
組織へ変革する時期に来ている。

解決策
平成19年度に計画の見直し、平成20年度に市観光協会を法人化する。

７ ２次評価及び意見（１次、２次で評価に相違がある場合など、必要に応じて意見を記入）

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

設定された指標の目標値の水準が甘く高評価となっている。
今後は、観光協会との連携により、より効果的な事業展開を図るとともに、合併後の施策のあり方を考慮する必要があ

る。

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

８ ３次評価及び意見（評価結果及び課題・解決策について、必要に応じて意見を記入）

６ 課題と解決策（現状または、評価結果から）

合計 10 評価結果に基づく区分（４項目の合計点数による）
Ａ（12から10点） Ｂ（9から5点） Ｃ（4点以下）

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

市民満
足度

市民満足度調査
により市民ニー
ズを把握し、市民
の立場に立って
事業展開してい
る

2

満足度は51施策中5番目の満足度で、平均を超えているが、重要度は平均より低い。

効率性

最少経費で最大
効果が得られる
事業構成となっ
ている

4

市民一人当りの事業費は、平成14年度1,041円⇒平成17年度189円となっており、効率性
の良い事業構成となっている。

有効性

各事業が果たす
施策に対する目
標の達成度合い
を把握し、効果の
高い事業を実施
している

4

達成率が108.8％と目標値を越えている。

４ 市民満足度調査結果（平成18年度実施分）
○この施策の満足度は3.374で51施策の中で5番目。
○重要度は3.536で43番目である。
○改善要望度は－0.3668で50番目である。
○年齢別にみると、満足度は70歳以上でもっとも高く、40歳
代でもっとも低くなっている。
○重要度は20歳代でもっとも高く、40歳代でもっとも低く
なっている。
○前回調査と比較すると、満足度は施策の順位に大きな違
いはみられないが、重要度は上がっている。
○満足度の順位、重要度の順位ともに20歳代で前回調査
より上がっている。

視点の
種類

評価基準・
着眼点 評価点 それぞれの視点に対して評価の具体的根拠

５ １次評価（３つの視点から評価を行う）

観光の振興と余暇対策の推進

3.0

3.5

4.0

4.5

2.5 3.0 3.5 4.0

満足度の平均 3.190

低い ← 満足度 → 高い

高
い

↑

重
要
度

↓

低
い

重要度の平均 3.871

施策

Ｈ18◇ Ｈ15▲



コード 35210

構成事務事業一覧

構成事務事業 事務事業
担当課

Ｈ15施策
の

優先順位

Ｈ15人員
（人）

Ｈ14決算額
（千円）

Ｈ18施策
の

優先順位

Ｈ17人員
（人）

Ｈ17人件費
（千円）

Ｈ17事業費決
算額（千円）

Ｈ17決算額
（千円）

相模原納涼花火大会 観光振興課 2 1.00 35,871 2 1.00 8,050 6,600 14,650

橋本七夕まつり 観光振興課 2 1.00 22,898 2 1.00 8,050 6,168 14,218

相模の大凧まつり 観光振興課 2 1.00 16,332 2 0.50 4,025 3,472 7,497

上溝夏祭り 観光振興課 2 1.00 15,310 2 0.50 4,035 3,145 7,180

泳げ鯉のぼり相模川 観光振興課 2 1.00 14,822 2 0.50 4,025 2,640 6,665

新磯地区複合施設整備事
業

相模の大凧センター経費
観光振興課 0.20 468,341 5 0.10 805 1,441 2,246

市民まつり開催経費 観光振興課 2 1.78 29,626 2 2.00 16,100 8,980 25,080

地域活性化イベント補助事
業 観光振興課 2 1.00 8,050 5,555 13,605

市観光協会補助金 観光振興課 1 0.60 8,520 1 1.50 12,075 3,230 15,305

観光宣伝事業費 観光振興課 3 0.08 3,413 3 0.50 4,025 1,317 5,342

フィルムコミッション推進事
業 観光振興課 3 1.00 8,050 4,945 12,995

観光拠点促進事業 観光振興課 4 0.10 805 745 1,550

緊急雇用創出対策事業キャ
ンプ場受付事務委託 観光振興課 4 0.02 6,944 0 0

観光振興計画策定事業 観光振興課 2.00 19,340 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

9.68 641,417 9.70 78,095 48,238 126,333

9.68 641,417 9.70 78,095 48,238 126,333合計

計

魅力ある観光資源の整備と情報発信



コード 35210

構成事務事業一覧

構成事務事業 事務事業
担当課

Ｈ15施策
の

優先順位

Ｈ15人員
（人）

Ｈ14決算額
（千円）

Ｈ18施策
の

優先順位

Ｈ17人員
（人）

Ｈ17人件費
（千円）

Ｈ17事業費決
算額（千円）

Ｈ17決算額
（千円）

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0.00 0 0.00 0 0 0計

魅力ある観光資源の整備と情報発信


